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第
４
回
全
体
研
修
会
（
居
宅
・
施
設
ケ
ア
マ
ネ
合
同
の
事
例
検
討
会
）

　

テ
ー
マ　
「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

開
催
日
時　

令
和
３
年
12
月
18
日
（
土
）
９
時
30
分
～
11
時
30
分

開
催
方
法　

会
場
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式

会　
　

場　

す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
２
階　

第
３
会
議
室

令
和
３
年
12
月
18
日
（
土
）
、
す
こ

や
か
プ
ラ
ザ
で
の
会
場
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に

よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
人
数
は
47
人
で
し
た
。

講
師
は
当
協
会
の
宮
本
会
長
が
担
当

し
、
「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

に
つ
い
て
解
説
後
、
「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
事
例
」
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
。

始
め
に
事
例
紹
介
に
つ
い
て
、
今

回
、
事
例
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
、

大
宮
諏
訪
の
苑　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー　

御
代
川
氏
か
ら
ご
説
明
い
た
だ
き
、
事

例
に
つ
い
て
の
質
問
事
項
を
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
話
し
合
い
、
事
前
に
質
疑
応

答
を
行
っ
て
か
ら
、
二
つ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

一
つ
目
の
テ
ー
マ
は
、
「
バ
ー
ン
ア

ウ
ト
し
な
い
よ
う
に
あ
な
た
な
ら
ど
う
し

ま
す
か
？
」
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
い
、
各
グ
ル
ー
プ
よ
り
様
々
な
意
見

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
発

言
等
を
受
け
る
と
ケ
ア
マ
ネ
は
自
分
自
身

で
受
け
止
め
が
ち
に
な
る
た
め
、
ま
ず
事

業
所
内
や
地
域
包
括
、
行
政
、
各
事
業
所

等
、
他
者
へ
相
談
し
て
一
人
で
抱
え
込
ま

な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
多

く
挙
が
り
ま
し
た
。

二
つ
の
目
の
テ
ー
マ
は
、
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
対
す
る
事
業
所
の
対
策
は
ど

う
し
ま
す
か
？
」
と
の
内
容
。
ま
ず
は

事
業
所
と
し
て
契
約
書
や
重
要
事
項
説
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令
和
３
年
度　

第
５
回
全
体
研
修
会

　

テ
ー
マ　
「
令
和
３
年
度
介
護
保
険
制
度
改
定
を
振
り
返
っ
て
」

　
　
　
　
　

①
入
浴
介
助
加
算
（
Ⅱ
）

　
　
　
　
　

②
看
取
り
支
援

　
　
　
　
　

③
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

講　
　

師　

ケ
ア
マ
ネ
経
営
研
究
会 

代
表

　
　
　
　
　

株
式
会
社
日
本
高
齢
支
援
セ
ン
タ
ー 

代
表
取
締
役　

戸
田　

正
雄　

氏

開
催
日
時　

令
和
４
年
３
月
19
日
（
土
）
10
時
00
分
～
12
時
00
分

開
催
方
法　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
の
リ
モ
ー
ト
方
式

明
書
へ
明
確
に
記
載
し
、
利
用
者
側
へ

事
前
に
説
明
を
行
う
こ
と
が
重
要
。
ま

た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
で
悩
ん
で
い

る
ケ
ア
マ
ネ
が
相
談
し
や
す
い
職
場
環

境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
等
の

意
見
が
多
く
挙
が
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
リ
モ
ー
ト
だ
け
で
な
く
会

場
で
も
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
開
催
で
き
、

参
加
者
か
ら
は
「
や
は
り
面
と
向
か
っ
て

話
し
合
え
る
の
は
良
い
。
会
場
で
ま
た
参

加
し
た
い
」
と
の
意
見
も
あ
り
、
今
後
の

コ
ロ
ナ
禍
で
の
研
修
の
あ
り
方
の
貴
重
な

意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

介
護
業
界
で
も
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

本
年
度
最
後
の
研
修
会
と
な
る
第
５

回
全
体
研
修
会
は
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る

リ
モ
ー
ト
方
式
で
行
い
、
34
名
が
参
加

し
た
。

は
じ
め
に
、
さ
い
た
ま
市
い
き
い
き

長
寿
推
進
課 

高
橋
氏
よ
り
「
さ
い
た
ま

市
認
知
症
高
齢
者
等
見
守
り
シ
ー
ル
事

業
」
に
つ
い
て
ご
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

毎
年
、
全
国
的
に
一
人
歩
き
に
よ
り

行
方
不
明
に
な
る
高
齢
者
が
増
加
し
て

お
り
、
さ
い
た
ま
市
で
も
年
間
３
０
０

～
４
０
０
件
の
行
方
不
明
者
が
い
る
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
家
族
の
精
神
的
負

担
は
大
き
く
、
本
人
を
発
見
し
て
か
ら

家
族
に
引
き
渡
す
ま
で
に
時
間
が
か
か

っ
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
。
対
応

策
と
し
て
、
対
象
者
の
早
期
発
見
・
身

元
確
認
・
地
域
に
お
け
る
見
守
り
体
制

の
強
化
を
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
り
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
も
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

特
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
お
願
い

し
た
い
こ
と
は
、
ご
家
族
に
対
し
て
見

守
り
シ
ー
ル
の
提
案
と
説
明
、
登
録
申

メ
ン
ト
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
、

会
場
や
リ
モ
ー
ト
で
会
員
の
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
を
行
い
、
共
に
学
び
な
が
ら

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
研
修
を
や
り
遂
げ
た
こ

と
は
、
大
き
な
意
味
が
あ
り
、
事
例
検

討
会
は
来
年
度
も
実
施
で
き
れ
ば
と
感

じ
ま
し
た
。　

研
修
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員　

副
委
員
長　

澁
谷　

知
久
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請
書
類
記
入
の
援
助
や
シ
ー
ル
の
貼
付

け
、
事
業
の
啓
発
活
動
を
し
て
い
た
だ

け
る
と
あ
り
が
た
い
。

次
に
、
株
式
会
社
日
本
高
齢
支
援
セ

ン
タ
ー 

代
表
取
締
役 

戸
田
正
雄
氏
を
お

招
き
し
、
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
各
５

名
ず
つ
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
中
心
に
研
修
を
行
っ
た
。

① 

「
入
浴
介
助
加
算
（
Ⅱ
）
」
を
算
定

す
る
目
的
に
つ
い
て
、
「
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
、
利
用
者
家
族
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
間
で
共
有
さ
れ
て
い
る
か
」

「
加
算
を
算
定
す
る
際
に
ケ
ア
プ
ラ

ン
に
位
置
付
け
し
た
か
」
「
担
当
者

会
議
を
開
催
し
た
か
」
に
つ
い
て
各

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
。

算
定
が
ス
タ
ー
ト
し
て
1
年
し
か

経
過
し
て
い
な
い
た
め
、
算
定
し
て

い
る
事
業
所
が
少
な
い
。
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
側
も
算
定
要
件
を
き
ち
ん
と
把

握
で
き
て
い
な
い
と
い
う
現
状
が
あ

り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
側
も
事
業
所

か
ら
算
定
を
開
始
す
る
と
言
わ
れ
、

そ
の
流
れ
で
算
定
し
て
い
る
と
い
う

現
状
が
あ
る
。
全
体
と
し
て
ま
だ
定

着
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
積
極
的

な
活
用
に
は
至
っ
て
い
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
事
業
所
に
対
し
算
定

の
必
要
性
を
確
認
し
た
結
果
、
算
定

し
な
い
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
ケ
ー

ス
も
あ
っ
た
。

②
「
看
取
り
支
援
」

Ⅰ　

Ａ
Ｃ
Ｐ
人
生
会
議
を
や
っ
た
こ

　
　

と
が
あ
る
か
？

Ⅱ　

在
宅
で
看
取
り
期
の
支
援
を
行

　
　

っ
た
こ
と
が
あ
る
か
？

Ⅲ　

デ
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催

　
　

し
た
こ
と
が
あ
る
か
？

上
記
３
項
目
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
、
Ⅰ
に
つ
い
て
は
、
看

取
り
支
援
の
ス
タ
ー
ト
時
に
本
人
、
家

族
、
主
治
医
、
多
職
種
で
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
を
行
い
、
希
望
や
支
援
方
法
を
確

認
し
て
い
る
と
い
う
話
が
多
数
あ
っ

た
。
ま
た
、
本
人
が
ま
だ
元
気
な
状
況

で
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ

る
家
族
も
い
る
と
い
う
話
も
あ
っ
た
。

Ⅲ
に
つ
い
て
は
、
デ
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
の
開
催
は
な
い
が
、
日
頃
か
ら
グ
リ

ー
フ
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
参
加
者
は
多

か
っ
た
。

③ 

「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
実
地
指
導
の
運
用
指
針
に
特
定

事
業
所
加
算
を
算
定
し
て
い
な
い
事

業
所
も
意
識
し
て
プ
ラ
ン
に
位
置
付

け
る
よ
う
記
載
が
あ
る
た
め
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
」
「
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
プ
ラ
ン
に
位
置

付
け
て
い
る
か
」
「
ど
の
よ
う
な
利

用
者
に
ど
の
よ
う
な
保
険
外
サ
ー
ビ

ス
を
使
っ
て
い
る
か
等
」
各
グ
ル
ー

プ
で
体
験
談
を
共
有
し
た
。
ま
た
、

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
ど
こ
ま
で
や

る
べ
き
な
の
か
」
に
関
し
て
は
、
参

加
者
の
多
く
が
苦
悩
し
て
お
り
、
線

引
き
が
難
し
い
と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
た
。

研
修
の
終
わ
り
に
、
戸
田
氏
よ
り
総

評
を
い
た
だ
い
た
。

入
浴
加
算
Ⅱ
に
つ
い
て
は
、
な
ぜ
算

定
す
る
の
か
を
再
度
皆
さ
ん
に
考
え
て
も

ら
い
た
い
。
目
的
は
「
自
宅
の
浴
室
で
入

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」
そ
れ
は
自
立
支

援
に
繋
が
っ
て
い
る
。
こ
の
加
算
算
定
や

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
の
活
用
で
も
分
か
る
通
り
、
令

和
３
年
度
介
護
報
酬
改
定
で
国
が
、
自
立

支
援
と
い
う
方
針
に
大
き
く
舵
を
切
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
中
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
仕
事
が
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
か
を
再
確
認
し
て

も
ら
い
た
い
。

看
取
り
に
つ
い
て
は
、
医
療
の
進
歩

に
伴
い
、
生
き
方
の
み
な
ら
ず
「
ど
の

よ
う
な
死
に
方
を
し
た
い
か
」
を
選
べ

る
時
代
に
な
っ
て
き
た
。
今
ま
で
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
仕
事
と
し
て
生
活
面
の

支
援
に
関
わ
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
死
に
方
に
も
関
わ
る
必
要
性
が
出
て

き
た
。
そ
の
よ
う
な
日
本
社
会
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
。

ま
と
め

令
和
３
年
度
介
護
報
酬
改
定
か
ら
１

年
が
経
つ
こ
の
時
期
に
、
制
度
に
つ
い

て
振
り
返
る
機
会
を
持
て
た
こ
と
で
、

日
頃
行
っ
て
い
る
業
務
を
改
め
て
見
直

す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
報
酬
改
定

か
ら
見
え
る
制
度
の
方
向
性
に
従
い
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
仕
事
も
変
化
し
て

い
く
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
日
々
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
性
を
実
感
し
た
。
最

後
に
リ
モ
ー
ト
研
修
の
運
営
に
携
わ
っ

て
い
る
皆
様
、
令
和
３
年
度
研
修
会
終

了
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
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今
回
は
非
会
員
を
含
め
た
計
31
名
が

参
加
し
た
。
開
催
方
法
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
方
式
で
開
催
し
、
講
師
の
峯
尾
先
生

は
会
場
に
て
ご
講
義
を
い
た
だ
い
た
。

内
容
は
「
施
設
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

役
割
」
に
つ
い
て
、
講
義
と
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。

日
頃
の
ケ
ア
マ
ネ
業
務
に
つ
い
て
職

場
ご
と
の
違
い
が
分
か
る
よ
う
な
内
容

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
し
、
参
加
者
に

は
事
前
提
出
の
上
、
集
計
結
果
は
講
師

と
も
共
有
し
研
修
に
取
り
込
ん
で
い
た

だ
い
た
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
意
味
や
介
護

施
設
の
役
割
、
「
介
護
施
設
は
チ
ー
ム
ケ

ア
」
で
あ
る
こ
と
の
再
確
認
が
で
き
た
。

施
設
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役
割
に
つ

い
て
は
、
施
設
内
の
運
営
体
制
か
ら
考

え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
施
設
内
の
職
制

や
組
織
図
か
ら
役
割
を
見
直
す
必
要
が

あ
る
こ
と
。

ま
ず
は
、
「
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
る

人
」
と
い
う
理
解
か
ら
脱
却
し
、
担
当

専
門
職
の
他
に
介
護
主
任
や
介
護
職
、

施
設
長
と
の
連
携
も
求
め
ら
れ
る
。
介

護
職
に
対
し
て
は
、
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
関
係
を
構
築
し
て
支
持
的
機
能
を
活

か
す
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

介
護
職
員
を
応
援
す
る
姿
勢
が
い
か
に

重
要
で
あ
る
こ
と
。

相
談
員
と
施
設
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
役
割
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら

も
「
人
と
人
を
繋
ぐ
（
つ
な
ぐ
）
」
と

共
通
で
あ
る
が
、
相
談
員
は
『
施
設
と

社
会
』
を
つ
な
ぎ
、
施
設
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
『
要
介
護
者
と
サ
ー
ビ
ス
』

を
つ
な
ぐ
と
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
学

ん
だ
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
日
々
の
業

務
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ

て
い
る
か
を
話
し
合
い
、
施
設
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
仕
事
の
仕
方
を
再
確
認
、

ま
た
他
施
設
の
働
き
方
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
目
に
見

令
和
３
年
度 

第
３
回 

施
設
介
護
支
援
専
門
員
研
修
会

　

テ
ー
マ　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
原
点
回
帰 

～
こ
の
協
会
の
研
修
だ
か
ら
こ
そ
学
べ
る
基
本
中
の
基
本
～

講　
　

師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

介
護
の
会
ま
つ
な
み　

副
理
事
長　

峯
尾　

武
巳　

氏

開
催
日
時　

令
和
４
年
１
月
22
日
（
土
）　

14
時
00
分
～
16
時
00
分

開
催
方
法　

会
場
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式

会　
　

場　

武
蔵
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
第
10
集
会
室

え
る
現
象
だ
け
で
は
な
く
、
目
に
見
え

な
い
背
景
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
課
題
分
析
力
を
鍛
え
続
け
る
必
要

が
あ
る
。

　

最
後
に
、
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
時
間
と
の
闘
い
）
も
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
学
ん
だ
。
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　事 務 局　≪ 事務局の電話番号が変わりました。≫

ホームページ
h t t p : / / w w w . s a i t a m a s h i - k e a m a n e . j p 　
さいたま市介護支援専門員協会 検索

ちょっと　　　　　　　　ちょっと   coffee  break
会員Ｍ「パワースポット」

コロナ禍で皆さん心が疲れていることかと思います。意外と脳天気な私ですが、この私でも、コロナ
感染が第６波まで来ると疲れました。

そこで、何か厄除けもできてパワーがもらえることはないか？と思い検索していると埼玉県の中でも
有名なパワースポット、秩父の「三峰神社」がヒット。

娘達（二人とも看護職）もコロナ対応に携わっていて、電話やラインの会話がコロナ会話が多かった
こともあり、女子会で三峰神社に出掛ける計画を立てました。

三峰神社を調べていると、ご利益のなかに夫婦神の伊弉諾尊（いざなぎのみこと）・伊弉册尊(いざなみ
のみこと）が祀られていて夫婦和合（夫婦が仲良くすること）や守護神であるオオカミが厄を除けるとの
ことから諸難厄除け等があることがわかり、女子会ではなく夫も一緒に連れていくことにしました。

天気の良いある３月の日曜日に出発！
同じ埼玉県とはいえ２時間半程の道のり、ちょっとした小旅行気分。
標高約1100ｍの高さにある三峰神社に到着。入口の鳥居は、三ッ鳥居という三つの鳥居をくっつけた

ような珍しい形をしていて、鳥居の前には狛犬ではなく、守護神であるオオカミが向かい合って座って
いました。

鳥居をくぐり、中に進んでいくと沢山の大きな杉に囲まれ、景色も変わり物静かな空間。そして三峰神
社前には、樹齢800年を超える神木「重忠杉（しげただすぎ）」があり、特別な空気が感じられ「これがパ
ワースポット！だね」と夫・娘達に話しかけると、３人とも無言。何とも言えない程、この空気感を感じ
ているのかな？と思ったら、目を開けていられないほどのスギ花粉パワーを浴びていたのでした。

私だけが、花粉症のアレルギーもなく元気！！３人は目のかゆみを我慢するのに必死。涙目になりな
がら、三峰神社のお参りを早々に済ませたと言う次第。

今回は、3人にとって、違う意味でのパワースポットのようでした。
次回の参拝は夏か秋にリベンジしに行きましょうね。

〒 331-0074　埼玉県さいたま市西区宝来 86-1
敬寿園宝来ホーム　　担当　秋田
連絡先　ＴＥＬ  080-4750-4400　　ＦＡＸ  048-620-0601

＊電話は、平日９時～ 16 時（土日祝は休み）職員訪問外出の際、留守電受付

令和４年度　さいたま市介護支援専門員協会
　　　　　　「通常総会及び全体研修会」開催のご案内
　令和４年５月 21 日（土）　さいたま共済会館 601 号室（第１ホール）
　　　　通 常 総 会   13 時 45 分～ 14 時 50 分
　　　　全体研修会　15 時 00 分～ 16 時 45 分
　　　　　　　　　　演 題　「綾太朗の　いと、をかし。問答会」
　　　　　　　　　　講 師　あらい太朗　氏
　　　　　　　　　　　　　 村田　綾　　氏

＊止むなくオンライン（ＺＯＯＭ）形式のみの開催もありますので、開催方法の決定につきましては、
　５月14日（土）までにホームページ上に掲載いたします。


